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2330海外調査プロジェクト 

「未来の都市の交通及び安全に係る取り組みの調査研究」報告書 

●プロジェクトの趣旨 

本プロジェクトは、若手研究者が、交通と安全に関する自らの興味関心に基づいて様々な国や地域を訪れ、実

際のフィールドを見て学んだり、現地の研究者や実務者と会って知見を得たり、共有したりする機会の実現を

支援するものである。著名研究者との面会、研究会合等への参加、視察（交通安全、都市、環境などに関わる

先進事例）など、自由度を持った広範囲の活動を対象とする。 

今年度も前年度を踏襲し、IATSS と関係の深い 2か国（英国、タイ）に対象国を絞り、原則として、同じ渡航

国のメンバーで渡航日程を調整の上、現地にて複数回意見交換会を開催してもらうこととした。 

●プロジェクトメンバー 

プロジェクトリーダー（会員）： 中村 文彦 

アドバイザー（会員）：     北村 友人、関根 太郎、中村 彰宏 

調査メンバー（特別研究員）：    周 純甄、積田 典泰、冨岡 秀虎、中村 知誠、兵頭 知、吉岡 慶祐 

●実施調査一覧   ＊所属は調査時点のものを記載 

調査テーマ 対象国 渡航（調査）

期間 

調査メンバー（氏名、所属*） 

Livability の向上を目的とした地域共創型

モビリティハブの最先端事例の調査と交

通・まちの魅力づくりに関する考察 

英国 2023/8/14～ 

2023/8/29 

周 純甄 

大阪大学大学院工学研究科地球総合工

学専攻 博士後期課程 

交通インフラの運営に対する運営主体の多

様化の研究 ～効率的なネットワーク戦略

や環境への配慮を中心にした調査～ 

英国 2023/8/5～ 

2023/8/22 

中村 知誠 

慶應義塾大学商学部  

助教（有期） 

英国ラウンドアバウトの設置計画と構造に

関する実態調査 

英国 2023/8/13～ 

2023/8/26 

吉岡 慶祐 

日本大学理工学部交通システム工学科 

助教 

タイにおける洪水発生時の交通管理に関す

る実態調査 

タイ 2023/8/20～ 

2023/9/2 

積田 典泰 

日本大学理工学部交通システム工学科 

助手 

バンコクのパラトランジット視察 タイ 2023/8/20～ 

2023/9/2 

冨岡 秀虎 

早稲田大学大学院創造理工学研究科建

設工学専攻 助手 

アジア版 CMF 作成を目的としたバンコク中

心部幹線道路、アジアハイウェイ路線の交

通安全対策の実態、交通事故リスク状況の

実態調査 

タイ 2023/8/24～ 

2023/9/5 

兵頭 知 

徳島大学大学院社会産業理工学研究部

社会基盤デザイン系  

准教授 
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Livabilityの向上を目的とした地域共創型モビリティハブの最先端事例の調査と交

通・まちの魅力づくりに関する考察 

大阪大学大学院 工学研究科 地球総合工学専攻 

周 純甄 

1. 本調査の概要と目的 

本調査の目的は、地域共創型モビリティハブの最先端事例を皮切りに、ロンドンとその周辺地域におけるモビ

リティシステムデザインに関する最新の取り組みを調査することである。調査期間は、2023 年 8 月 14 日から

2023年 8月 29日までの 14 日間である。イギリス初のモビリティハブ（以下、ハブ）のあるロンドン自治区・レ

ッドブリッジ内、サウスウッドフォード及びワンステッドを調査地域とし、ハブを導入した経緯、行政・団体連

携の仕組み、ハブの利用状況や地域の商業活動への影響などを調査した。また、住民に焦点を当て、ハブの導入

による、安全・健康・幸福感を含む、暮らしやすさ（Livability）への影響を調査し、住民とハブ周辺の店にヒ

アリングを行った。ハブの視察に加え、多様な経済・歴史・文化を持つロンドンの各区（東・北・南・西）に３

日ずつ滞在し、各区における最新の取り組みを視察した。さらに、新たな知見を得るため英国のトップレベルの

研究者である University College London（UCL）や Newcastle Universityの先生方を訪問した。 

2. 調査成果 

2.1 モビリティハブ現地調査 

ロンドンでは Ultra Low Emission Zoneの拡大により、EVやシェアリングの利用が促進されている。2021 年

の６月、二つのハブが東ロンドンの住宅街に導入された。ハブでは、休憩スペース、植栽、駐輪ラックや EV専用

駐車空間が備わっている。利用状況を調べるため、平日の通勤時間帯に現地訪問した。ハブ周辺にあるカフェか

ら、利用の様子を観察していると、デリバリーライダーが度々休憩スペースで休んでいたり、届ける商品を待っ

ていたりした。地元の住民はおしゃべりを楽しんだりしていたが、モビリティを利用している姿は見受けられな

かった。よって、Open Spaceであるパークレットとは言えるものの、シェアリングを促進するモビリティハブと

は言えないと感じた。これは現地を訪れたからこそわかった課題だと感じた。 

2.2 Peter Jones先生へのヒアリング調査 

ロンドンにおける公共交通・モビリティの現状・課題と最新の取り組みについて伺うため、8 月 18 日 UCL の

Peter Jones先生を訪問した。ハブは、通りに面した駐車スペースの一部を使用し、ベンチ、植栽、カフェテー

ブルなどの要素を組み合わせたものであり、公共の広場のような空間を生み出す。これにより、歩道がより活気

ある場所になり、地元の人々が積極的に利用できるようになると期待される。しかし、東ロンドンのハブでは、

シェアリングサービスの未導入や、設置の位置や駅空間との総合的な計画がされていないことなど、課題が残っ

ている。その他には、Islingtonの市民共創型のまちづくり、Kensington＆Chelseaの E-scooter Trailや Brighton

の Shared Spaceなど最新の取り組みをたくさん紹介していただいた。 

2.3 Elisabetta Cherchi先生へのヒアリング調査 

海外調査の機会を活かし、以前より会ってみたいと思っていた先生方にコンタクトし、お会いする機会をいた

だいた。その内の一人として、ヨーロッパのトップ女性研究者である、Transportation Research Part Aの編集

長を務めている Newcastle Universityの Elisabetta Cherchi 先生を訪問することができた。先生の最近の研究

テーマや研究キャリアなど過去の経験について話を伺い、とても貴重な経験になった。 

3. 成果と今後の展望 

上記の現地視察やヒアリング調査を通じて、英国の交通・モビリティシステムに関する取り組みについて多
方面から理解を深めることができた。同時期に滞在した日本大学の吉岡慶祐先生及び慶應義塾大学の中村知誠

先生とも日英の都市交通・空港運営について意見交換し、視野を広げた。今回の調査で得た知見を活かしつ

つ、新たな視点や手法を取り入れた研究を展開していきたい。 
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交通インフラの運営に対する運営主体の多様化の研究 

慶應義塾大学商学部  中村 知誠 

 

1.調査の概要 

 本研究では、英国の空港に焦点をあて、運営主体の差異が与える影響を研究した。調査対

象地域は、スコットランド北部およびバーミンガム都市圏、ロンドン都市圏である。具体的

には、スコットランド交通省およびバーミンガム空港の航空政策担当者へのヒアリング調

査を実施するとともに、インヴァネス、アバディーン、ロンドン都市圏の各空港を視察した。 

2.調査結果 

 本研究では、①近隣空港・他モードの存在を意識した路線設定の戦略、②運営主体の違い

と ESG（環境・社会・ガバナンス）戦略、③自治体の関与による「住民の足」の確保、④ア

クセス改善による利用者増加への期待、という４つのトピックに焦点を当てて調査した。 

 競争に関する調査からは、バーミンガム空港で空港間/モード間競争が存在していること

が明らかになった。空港間競争については、同空港の勢力圏内居住者であっても、居住エリ

アによっては近隣の他都市圏の空港（ロンドンやマンチェスター）の空港を利用する旅客の

割合が高いことが明らかになった。また、モード間競争では、鉄道との競合が意識されてお

り、エディンバラやグラスゴーへの路線が競合路線であることも明らかになった。ヒアリン

グから、航空と鉄道での運賃システムが似ている点がポイントであるとの情報も得られた。

ESG 戦略については、バーミンガム空港とインヴァネス空港のいずれも積極的に取り組んで

いることが確かめられたほか、所有形態による差異も確認された。スコットランド交通省が

運営するインヴァネス空港では、2040年までに航空分野の Net-zeroを達成するという政府

目標を強く意識して、脱炭素分野の取り組みが進められていた。他方、民営化がなされてい

るバーミンガム空港では、ステークホルダーとの協働が ESG推進の鍵となっており、主要株

主であるオンタリオ州教職員年金基金が主導的な役割を果たしたとの情報も得られた。 

 「住民の足」の確保については、インヴァネス空港へのヒアリングを通じて、同空港の位

置するハイランド地域は人口減少が顕著であることから、「住民の足」の確保と交流人口の

増加が重視されている。そのため、採算の厳しい路線であっても、必要な路線であれば PSO

（Public Service Obligation）補助などによって維持されている。空港アクセスについて

は、バーミンガム空港へのヒアリングから、アクセス状況を地域別に把握したうえでエリア

マーケティングを進めることの重要性も確認された。 

3.意見交換会の成果 

 調査期間中、吉岡慶祐先生（日本大学理工学部助教）と周純甄氏（大阪大学工学研究科博

士後期課程）と意見交換会を行った。交換会を通じて、英国の陸上交通についての基礎的状

況やモビリティハブの政策などの情報を交換した。空港アクセスの研究には、陸上交通の知

見も不可欠であり、意見交換会で得た情報は視察の際に活用することができた。 
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英国ラウンドアバウトの配置計画と構造に関する実態調査 

日本大学理工学部  吉岡 慶祐 

1.  調査成果概要 

イギリスの地方都市を中心に、道路階層や周辺の土地利用に応じたラウンドアバウトの配置や使

われ方、幾何構造の実態を調査し、ラウンドアバウト導入の実際を体感することができた。 

 

2.  調査行程 

2023年 8月 14日～24日（現地滞在期間：11日間） 

月日 訪問先 用件 備考 

8/14 ロンドンおよび周辺都市 道路ネットワークやラウンドアバウトの視察  

8/15 Swindonおよび周辺 道路ネットワークやラウンドアバウトの視察  

8/16 Birminghamおよび周辺都市 道路ネットワークやラウンドアバウトの視察  

8/17 Lichfield市内 専門家ヒアリング調査（Colin Ridding氏） UKチーム意見交換会 

8/18 Letchworthおよび周辺 道路ネットワークやラウンドアバウトの視察  

8/19 Miltonkeynesおよび周辺 道路ネットワークやラウンドアバウトの視察  

8/20  休暇日  

8/21 Oxfordおよび周辺 道路ネットワークやラウンドアバウトの視察 UKチーム意見交換会 

8/22 Oxford County Hall 
専門家ヒアリング調査（Patrick Lingwood
氏） 

 

8/23 Bedfordおよび周辺 道路ネットワークやラウンドアバウトの視察  

8/24 UCL（PEARL・CASE） 
UCLの研究者との顔合わせ、情報交換 
（PEARL：鈴木立人先生、CASE：中居楓子先生） 

 

 

3.  地方都市におけるラウンドアバウトの配置計画・構造に関する現地視察 

上記に示したいくつかの地方

都市を訪問し、ラウンドアバウ

トの導入状況や道路ネットワー

クに対する配置の実態を視察し

た。幹線道路から生活道路まで、

道路の機能に応じて様々なタイ

プ（信号つき、標準、コンパクト、

ミニ）が存在し、これらが極めて

明瞭に使い分けられていること

が確認できた。また、幾何構造の

特徴や工夫の事例を収集した。 

 

4.  専門家へのヒアリング調査 

イギリスでのラウンドアバウト導入に見識のある 2名（Colin Ridding氏：コンサルタント技術

者、Patrick Lingwood氏：Oxford Shireに勤務）にヒアリング調査をした。イギリスにおけるラウ

ンドアバウトの発展の経緯、近年の動向、最近の取り組み事例などについて情報を得た。また、日

本でのラウンドアバウトの導入状況を紹介し、今後の普及に関する議論を行った。 

 

5.  意見交換会 

UK チームの両先生との意見交換会を、滞在期間中に 2 回（8/17 と 8/21）実施した。意見交換会

では、各調査内容についての進捗状況の報告やイギリス国内における交通の実態や日本との違いな

どについて議論した。 

図 リッチフィールド（人口約 3万人）におけるラウンドアバウトの配置 
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タイにおける洪水発生時の交通管理に関する実態調査 
 

日本大学理工学部交通システム工学科 助手 

積田 典泰 

 
1. 調査背景及び目的 

タイでは、雨季（5～10月）に洪水が頻繁に発生しており、甚大な被害をもたらしている。これに対し

て、治水対策に加えてモビリティの確保に向けた様々な交通管理に関する施策が実施されている。しか

し、それらの対策がどの程度実施されており、人々が洪水が発生している際にどのように適応している

のか不明である。そのため、本調査では、タイ・ウボンラチャタニおよびバンコクを対象に洪水発生時

の交通管理の実施状況を地方行政担当者へのインタビューを行うことで明らかにした。加えて現地大学

の協力を得て、住民を対象とした洪水発生時における被害の状況やその際の対応についてヒアリングを

実施した。 
 

2. 調査概要 

- 調査対象地域 
洪水発生時の交通管理対策や治水対策に関する実施状況に関する調査は、タイ・バンコクおよびウボ

ンラチャタニ市を対象とした。 
- 調査日程 

本調査は、2023年8月20日から9 月1日までの滞在期間に実施し、各調査の日時と内容は下記の通りであ

る。なお、調査のみではなく、カンファレンスの参加やタイチームの意見交換会の日程も記す。 
• ウボンラチャタニ行政担当者(Department of Highway, Irrigation Office, Disaster Prevention and Mitigation 

Office)に対するインタビューおよびウボンラチャタニ大学との意見交換（8/20-22） 
• 洪水発生時における交通管理施策と治水対策箇所の視察および現地住民への洪水の被害やその際の

対応に関するインタビュー（8/23-8/24） 
• タイチーム意見交換会（8/25） 
• 洪水発生時における交通管理施策実施個所と治水対策箇所の視察（8/26） 
• カセサート大学との意見交換（8/28） 
• 洪水発生時における交通管理施策実施個所と治水対策箇所の視察（8/29-30） 
• タイチーム意見交換会／ATRANS研究プロジェクト報告会への参加（8/31） 
• ATRANS学会への参加（9/1） 

- 調査方法 
洪水発生時における治水対策および交通管理施策の実施状況に関する調査は、現地大学の教員と共に

事前に議論した市内の複数箇所を現場視察した。これらの視察箇所では、2011年や2019年に大規模な洪

水が発生した際に交通管理施策や治水対策が行われており、それらの箇所における写真や動画撮影等を

行った。さらに、地方行政担当者に実際の洪水発生時における状況やその対策に関するインタビューとヒ

アリングを実施した。また、住民に対して、洪水の発生による被害やその際の行動に関して伺うアンケー

ト調査票を作成し、洪水発生時に常襲地域に居住する住民を対象にアンケートを回答していただいた。 
 

3. 成果 

洪水発生時における交通管理施策の実施状況に関する調査の成果として、洪水の発生に対する対策の

実施状況や今後さらなる対策が必要となる箇所を視察することができた。加えて、地方行政担当者への

インタビュー調査から洪水発生時に適応するために様々な対策が実施されていることが明らかになった。

その一方で、過去に策定された都市計画や交通計画等が失効しており、今後、洪水の被害についても検

討した上で策定することが求められていることも判明した。さらに、住民へのヒアリングから洪水の発

生に対して、交通管理施策を含めた様々な適応策の必要があることが示唆された。 
最後に、研究調査メンバーとの意見交換会により、同世代の研究者との情報共有や今後の共同研究の

実施など、様々な議論ができた。特に、今回の調査では同世代の研究者や研究フィールドの関係機関の

とのコネクションができたことは大きな成果と言える。 
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バンコクのパラトランジット視察 

早稲田大学大学院創造理工学研究科建設工学専攻 助手 

冨岡 秀虎 

●プロジェクトの趣旨 

途上国の交通手段として使われているパラトランジットは、安価な運賃、高頻度運行により一定の利用を集め

ている。バンコクでは鉄道やバスの端末交通としても利用されている。日本では同等の交通手段は見られない

が、今後、自動運転の普及によりこのような小規模な自動車交通手段が誕生する可能性もあると考えられる。 

しかし、その運行が事業者にゆだねられていることから、鉄道やバスと比べるとデータ整備が進んでおらず、

データだけではわからないことがあるのが実情である。 

そこで、本視察では、主にソンテオに着目し、路線データと実態との比較やサービスレベルの把握を行った。 

 

●乗車した路線 

本視察ではオープンデータを用いた事前調査により作成した図１左のソンテオ圏域図から、図１右の 11路線を

利用した。乗車時間は 6時間以上、乗車距離は 100km以上である。 

  

図 1 GTFS から作成したソンテオ圏域（左） 乗車したソンテオ路線(右) 

 
●視察結果 

視察によりソンテオの以下の特徴を知ることができた。 

 ソンテオは最大 20名ほど（うち立席 10名）が乗車可能であり、コミュニティバス並みの輸送力を持つ。 

 大雨でも側面のビニールカバーを下すことにより濡れずに乗車できる。 

 均一運賃、高い運行頻度により気軽に利用できる。特に運賃はタクシーのような釣銭の寸借などもない。 

 アプリに路線が掲載されているが、一部実態と齟齬がある。 

 揺れが非常に大きく長時間の乗車には不向きである。 

 
●ヒアリング、意見交換 

視察中 2件のヒアリング、2回の意見交換会を実施した。意見交換会ではそれぞれの視察内容だけでなく、研究

テーマや研究機関での業務内容など、若手研究者としての情報交換も行うことができた。 
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アジア版 CMF 作成を目的としたバンコク中心部幹線道路、アジアハイウェイ

路線の交通安全対策の実態、交通事故リスク状況の実態調査 

徳島大学 大学院社会産業理工学研究部  准教授 兵頭 知 

1. 海外調査プロジェクトの目的 

本調査では，アジア版 CMF（Crash Modification Factors）モデル構築を念頭に，交通事故や交通観測

データの収集や観測システムやその活用状況の把握を目的とした，バンコクとコンケンにおける現地交

通管理者・道路管理者から事故データの現状や課題整理，交通安全対策の取り組み状況やその方針，現地

大学研究者（2名）から最新の交通安全に係る取り組みや研究事例のヒアリング調査を実施した． 

2. 調査スケジュールおよび調査の内容 

調査時期は，2023年 8/24 ～ 9/5，調査地は，タイ（バンコク，コンケン県）で主要対象機関につい

ては，TSOC（Traffic Safety Operation Center：交通安全オペレーションセンター）,DLT（Department 

of Land Transport：陸運局），DOH（ Department of Highways：国道局），DRR（ Department of Rural 

Roads：地方道路局），Chiang Mai University（：チェンマイ大学），RUT Isan Khonkaen Campus（：ラー

チャモンコン工科大学 コンケン校）である. 

 

3. 調査結果・同行若手研究者との意見交換 

調査の結果，Collision diagram に基づく細かい事故類型分類（DOH ８８分類，DRR 77分類）を実施し

ている点など事故データベースにおける日本とタイの相違点や共通点を把握することができた．さらに，

地方道路局である DRR の取り組み調査では，更新された Road safety audit system に基づく交通安全対

策の事前・事後評価や地元大学研究者と共同で CCTV等動的なデータ解析を活用した最新の取り組みを積

極的に実践されていることを実感することができた． 

また，同行した若手研究者同士の意見交換を通じて，ソンテウやバイクタクシーを含む多様な公共交通

実態や洪水害による交通影響などの現状を共有し，異なる視点でタイにおける交通実態の理解を深める

とともに，今後の研究テーマを考える良いきっかけとなった．また，各大学内の情報，雰囲気や今後のキ

ャリアに関する貴重な意見交換の場となった．この度は，長期間の海外調査という貴重な経験をさせて頂

いた．本調査での経験を今後の研究に活かしていきたい． 
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HAMS System 
ARMS System 

2022 19,213 ,
            2,297

2023 1 11 784 ,
            202

6

• MOT Ministry of Transport
•

MOT DOH DRR EXAT DLT RTP RTP RVP
EN NEW HAIMS ARMS TFC B-TAIMS CRIMES POLIS E-Claim

1 Date/Month/Year Y Y Y Y Y Y Y Y

2 Time Y Y Y Y Y Y Y Y

3 Division Y

4 Division Y

5 Subdivision Y

6 Route No. Y Y Y Y

7 Road Name Y Y Y Y Y Y

8 KM no. Y Y Y Y Y

9 Latitude Y Y Y Y Y Y Y

10 Longtitude Y Y Y Y Y Y Y

11 Number of Lane Y Y Y Y

12 Direction Y Y Y Y

12.1 Forward to KM. post Y Y

12.2 Backward to KM. post Y Y

12.3 None of both Y Y

12.4 Out Bound Y Y

12.5 In Bound Y Y

13 Accident lacation Y

13.1 No Frontage Road Y

13.2 Main Road Y

13.3 Frontage Road Y

13.4 Entance/Exit Ramp Y

13.5 Not spectify Y

14 Status Y Y

14.1 Open foe use Y

14.2 Construction Project Y Y

14.3 Open foe use Y

No. TRAMS Data Structure
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• Road Safety Audit System( ) iRAP
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